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委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

第 98 号議案 平成２９年度宗像市一般会計補正予算（第３号）について 

 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億８２６万６千円を増額し、３６１億６，９２２万

２千円とする。また、繰越明許費、債務負担行為、地方債の補正を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入の主なもの 

（１）市税の増額（４，７００万円） 

固定資産税は土地の価格の下落が想定よりも尐なかったこと、軽自動車税は保有台数の増、都

市計画税は固定資産税の増により増額する。 

（２）ふるさと寄附金の増額（３億円） 

今年度の目標額を１０億円から１３億円に変更し、これに伴い歳出で経費を１億７，８７３

万３千円増額する。 

２ 歳出の主なもの 

（１）障害者福祉費の増額（１億２，４５６万２千円） 

障害者サービス事業所の増に伴うサービス量の増に伴い、扶助費が増加したことが主な要因

である。 

（２）漁港整備事業費の増額（５，５００万円） 

地島泊漁港の浮桟橋実施設計委託を行うため業務委託料を１，８００万円、神湊のプレジャ

ーボート係留施設の補修工事、全国豊かな海づくり大会鐘崎会場として使用された漁港グラウ

ンドの復旧工事を行うため漁港改修工事費を３，７００万円増額する。 

（３）学校教育一般事務費の増額（８４２万４千円） 

  小中学校空調施設のＰＦＩ導入可能性調査を行う。 

（４）小学校施設改修事業費の増額（２，３００万円） 

  来年度のクラス増に対応するため、東郷小学校に２学級分のプレハブ建設を行う。 

（５）世界遺産保存管理事業費の増額（１，５００万円） 

福岡県と共同で海の道むなかた館に大型スクリーンを設置するもので、事業費３，０００万

円の５０％を負担金として計上する。この大型スクリーンは移設可能なことを条件としている。 
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（６）市民スポーツ活動推進事業費の増額（１，７６６万５千円） 

スポーツサポートセンター工事に関連し、市民体育館の増改築を行うに当たり、建築基準法

の日影規制を満たすため、市民体育館と宗寿園を結ぶスロープを設置するものである。 

３ 繰越明許費 

漁港整備事業費と市民スポーツ活動推進事業費については、工期が年度末までに間に合わな

いため繰り越しを行う。 

４ 債務負担行為 

（１）来年度４月１日からの契約に伴うもの、複数年契約の指定管理に係るものなど４５件を追

加している。 

（２）大規模国際大会トレーニングキャンプ受入業務委託費は、ロシア７人制女子ラグビー及び

ブルガリア柔道のキャンプ受け入れに係るものであり、今年度中に協定を締結するため、３カ

年で４，８００万円を計上している。ロシア、ブルガリアとの国際交流については、国のホス

トタウン推進事業に登録し、事業費の２分の１が国から財政措置される予定である。 

５ 地方債 

 借入限度額を４，０４０万円増額し、３６億６，３９０万円に変更する。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・大規模国際大会トレーニングキャンプ受け入れについては、本市ではグローバル人材の育成に

力を入れているので、ぜひ子どもたちに一流のプレーを観てほしい。またオリンピックへ向け

て広報にも力を入れていただきたい。 

・海の道むなかた館の大型スクリーン設置については、単なる観光ということではなく、世界遺

産と人とのつながりが感じられる映像を流すことによって、また次に来てもらえるようなもの

にしてほしい。市が世界遺産に対してどう取り組んでいくかについての周知の仕組みを整備し

ていただくよう要望する。大規模国際大会トレーニングキャンプ受け入れについては、国際交

流が選手のトレーニングの負担とならないようにしてほしい。またＡＬＴ派遣業務については、

新学習指導要領における英語の教科化等により、教職員のスキルアップが課題となるため、予

算を措置するのではなく現状の中で工夫して対応するよう検討してほしい。 

・歳入については、世界遺産登録などで市の知名度が上がり、ふるさと寄附金などが増えたこと

を大変評価している。歳出については、大型スクリーン設置、大規模国際大会トレーニング受

け入れなどの結果が今後の成果につながるよう、しっかりと取り組んでほしい。 

・世界遺産関連予算の支出については、暫定的な対応をするのではなく、一度立ち止まって総合

的に検討することが必要である。大規模国際大会トレーニングキャンプ受入業務委託費につい

ては、市が渡航費等を全額負担することは市民の理解を得にくいため、再度相手方と十分な交

渉をしてほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

 

 


